
千代田区ジェンダーに関する意
識・実態調査結果（集計速報）

【傾向分析】

地域振興部国際平和・男女平等人権課

参考資料



１．区民向け調査
（18歳以上）



○「ジェンダー平等意識」
（P9～74）

★傾向分析

・性、年代別の結果を見ると、分野ごとのばら
つきはあるものの、男性・女性それぞれ、また
年代によっても感じ方に差異がある。

区民向け調査（18歳以上）

問８ あなたは、次の分野①～⑧について、性別
の違いによって立場の強さが異なると思いますか。
（それぞれの項目について○は１つずつ）

男女別の結果（P9～25）
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平等だと思っている人の割合

家庭生活 職場

学校教育 政治の場

法律や制度の上 社会通念・慣習・しきたり

地域活動 社会全体として



区民向け調査（18歳以上）

○「ジェンダー平等意識」②-1
（P9～74）

★傾向分析

・「食料品・日用品などの買い物」「食事の支
度」「洗濯」等のいわゆる家事は女性が担当す
ることが多い。

・「生活費を稼ぐこと」「大きな買い物などの
決定をすること」等に関しては、男性が担当す
ることの方が多い傾向にある。

区民向け調査（18歳以上）

問10 現在結婚（事実婚・パートナーを含む）している方のみご回答く

ださい。

あなたのご家庭では、次の項目①～⑪の事柄を主
にしているのは誰ですか。
（それぞれの項目について○は１つずつ）

回答結果（P39）
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区民向け調査（18歳以上）

○「ジェンダー平等意識」②-2
（P9～74）

★傾向分析

・男性の約８割が家事分担に対する不満が「特
にない」と回答したのに対し、女性の約４割は
現状に対し不満が「ある」と回答した。

区民向け調査（18歳以上）

問10-1 あなたは、問10で答えた家事分担に不満
を感じることはありますか。
（○は１つ）

回答結果（P56）
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家事分担に対する不満

ある 特にない

特に女性は、現在の家事分担に不満
を抱いている人が多い。



区民向け調査（18歳以上）

性別・年代による違い

区民向け調査（18歳以上）

「平等だと思っている」

「どちらかと言えば女性

の方が優遇されている」

「男性の方が非常に優遇

されている」「どちらか

と言えば男性の方が優遇

されている」

【男性】30歳未満～40歳代ま
では「女性が優遇されている」
と感じている傾向にある

【女性】全年代通じての傾向だ
が、特に50代以上の女性にその
傾向が強い

【男性】 【女性】

男女別の結果（P9～25）
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社会通念・慣習・しきたり
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社会全体として



区民向け調査（18歳以上）

○「ワーク・ライフ・バランス」
（P75～88）

★傾向分析

・性別、年代問わず全体的に「仕事・家庭・個
人生活」いずれか二つ以上を両立させたいと考
えている人の割合が高い一方、現実としては両
立ができていない。

区民向け調査（18歳以上）

問15 あなたは日頃の生活のなかで、仕事、家庭
生活、個人の生活（地域活動、学習、趣味など）
で優先したいものはどれですか。あなたの希望に
最も近いものと、現在の状況（現実）を教えてく
ださい。

回答者数 =

令和７年度調査 385

令和２年度調査 479

2.6

2.5

8.8

5.8

15.1

13.8

10.6

12.9

11.4

9.2

17.4

17.3

25.7

31.5

2.1

1.3

6.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事 家庭生活 個人の生活

仕事と家庭生活 仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭生活、個人の生活 わからない 無回答

希望

現実

回答者数 =

令和７年度調査 385

令和２年度調査 479

26.0

21.9

11.4

11.1

6.2

5.0

16.6

20.5

10.4

11.1

5.2

7.5

12.7

12.5

4.7

4.4

6.8

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



区民向け調査（18歳以上）
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令和２年度調査 令和７年度調査

日頃の生活で優先したいもの

仕事 家庭生活

個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭、個人の生活

（％）

希望 現実
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令和２年度調査 令和７年度調査

日頃の生活で優先したいもの

仕事 家庭生活

個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭、個人の生活

（％）

日頃の生活のなかで、仕事、家庭生活、個人の生活（地域活動、学習、趣味など）で優先したいものの調査結果

⇒性別、年代問わず「仕事・家庭・個人生活」いずれか二つ以上を両立させたいと考えている人
の割合が高い一方、現実としては両立ができていない。

資料：令和７年度千代田区ジェンダーに関する意識・実態調査（集計速報）より作成



区民向け調査（18歳以上）

性差・年代による違い

区民向け調査（18歳以上）

・育児、介護休業等の制度

を、男女ともに利用しやす

くなっている。（P87）

・男性が家庭生活に参画で

きていない。

・特に若年層は男女ともに

日常に占める「仕事」の割

合が高く、生活のバランス

が取れていない。

性・年代別の結果（P76)

【男性】日頃の生活について、
「仕事」と回答した人の割合が
高く、特に若年層はその傾向が
強い。

【女性】日頃の生活について、
「仕事」「仕事と家庭生活」と
回答した人の割合が高く、若年
層にその傾向が強い。

仕事 家庭生活 個人の生活

仕事と家庭生活 仕事と個人の生活 家庭生活と個人の生活

仕事、家庭生活、個人の生活 わからない 無回答

回答者数 =

男性　30歳未満 13

　　　30歳代 32

　　　40歳代 27

　　　50歳代 36

　　　60歳代 33

　　　70歳代 14

　　　80歳以上 9

女性　30歳未満 23

　　　30歳代 28

　　　40歳代 49

　　　50歳代 40

　　　60歳代 28

　　　70歳代 24

　　　80歳以上 15

53.8

34.4

51.9

30.6

24.2

22.2

43.5

28.6

20.4

30.0

3.6

12.5

6.3

7.4

5.6

6.1

21.4

11.1

4.3

10.7

16.3

12.5

17.9

20.8

20.0

15.4

3.1

7.4

5.6

3.0

14.3

11.1

17.4

2.5

7.1

8.3

20.0

15.6

7.4

22.2

9.1

21.4

4.3

42.9

34.7

17.5

14.3

6.7

15.4

21.9

7.4

11.1

15.2

8.7

14.3

8.2

10.0

10.7

12.5

3.7

2.8

6.1

11.1

4.3

3.6

6.1

2.5

14.3

20.8

15.4

9.4

11.1

11.1

21.2

14.3

13.0

8.2

22.5

14.3

16.7

13.3

6.3

8.3

6.1

14.3

11.1

4.3

6.1

2.5

7.1

3.1

3.7

2.8

9.1

14.3

33.3

10.7

8.3

40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%



区民向け調査（18歳以上）

○「DV・ハラスメント」①
（P89～115）

★傾向分析

・ハラスメントを受けたことがある、もしくは
見たことがあると回答した区民は約6割。特に
職場におけるパワーハラスメントの傾向が強い。

区民向け調査（18歳以上）

問24 あなたは職場などでハラスメントを受けた
ことはありますか。

セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある

マタニティ・ハラスメントを受けたことがある

パワー・ハラスメントを受けたことがある

その他のハラスメントを受けたことがある

受けたことはないが、見たことはある

受けたことも、見たこともない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 385

令和２年度調査 479

8.6

8.6

1.0

1.3

23.4

15.9

1.8

1.5

24.7

28.4

35.6

39.2

4.9

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5%

40%

28%

12%

15%
27%

ハラスメント経験

無回答
受けたことも見たこともない
受けたことはないが、見たことはある
【男性】受けたことがある
【女性】受けたことがある



区民向け調査（18歳以上）

○「DV・ハラスメント」②
（P89～115）

【女性】「セクシュアルハラスメント」
を感じている割合が高い。男性と比較す
ると、ハラスメントについて「相談をし
たい」と考える傾向が強かった。

区民向け調査（18歳以上）

問24ー１ あなたは、問24の「セクシュアル・ハラスメントを受
けたことがある」～「その他のハラスメントを受けたことがある」
のような行為をされたことを誰かに相談したり、打ち明けたりしま
したか。

回答者数 =

男性 50

女性 79

22.0

44.3

14.0

19.0

64.0

35.4 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談したかったが、できなかった 相談しようとは思わなかった 無回答

【男性】職場において「パワーハラスメ
ント」を感じている割合が高いが、相談
しようとする人の割合は約36％と低い。
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男性 女性

ハラスメントの相談について

相談した

相談したかったが、できなかった

相談しようとは思わなかった

無回答



２．青少年向け調査
（13歳以上18歳未満）



○「ジェンダー平等意識」①
（P140～162）

★傾向分析

・分野ごとにばらつきはあるものの、男女で感じ
方に違いがある。

・社会全体では、男女平等ではないと感じている
傾向にある一方、家庭生活、学校教育の場におい
ては、比較的「平等」と考えている人が多い。

青少年向け調査（13歳以上18歳未満）

問４ あなたは、今の社会では性別等の違いに
よって立場の強さに違いがあると思いますか。

男女別の結果（P140～143)
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【男性】 【女性】

平等だと思っている人の割合

家庭生活 学校教育の場 社会全体として



区民向け調査（18歳以上）

性別による違い

青少年向け調査（13歳以上18歳未満）

「平等だと思っている」

「男性の方が非常に優遇

されている」「どちらか

と言えば男性の方が優遇

されている」

男女別の結果（P140～143)

【男性】平等だと思っている人
の割合が高く、男性が優遇され
ている、あるいは女性が優遇さ
れていると感じている人も一定
数存在する。

【女性】平等だと思っている人
の割合が高いが、「家庭生活」
や、「社会全体」の分野では、
男性が優遇されていると感じて
いる人も多い。

【男性】 【女性】
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男性が優遇されて

いると思っている

人の割合

家庭生活

学校教育の場

社会全体として
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女性が優遇されて

いると思っている

人の割合

家庭生活

学校教育の場

社会全体として



○「ジェンダー平等意識」②
（P140～162）

★傾向分析

・学校教育の場では、意識・実態共に性別によ
る違いは小さくなってきている。

⇒令和２年度調査と比較すると、約25ポイント、
男女で「違いがある」と回答した人が減少して
いる。

青少年向け調査（13歳以上18歳未満）

問８ あなたは、学校生活の中で、男性と女性と
では役割に違いがあると感じることがありますか。

経年比較の結果（P156）
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違いがあると感じたことの

ある人の割合

ある 時々、ある



３．事業所向け調査



○女性管理職の割合
（P191）

★傾向分析

・回答した区内事業所における女性管理職の割
合は、「２割以上４割未満」という回答が最も
多く、従業員規模別にみると「４割未満」との
回答が半数を超える結果となった。

事業所向け調査

問７ 貴事業所には、係長相当職以上の管理職及
び女性管理職は何人いますか。

従業員規模別の結果（P191）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

１～30人 31～100人 101～300人 301人以上

管理職のうちに占める

女性の割合

いない 1割未満

1割以上2割未満 2割以上4割未満

4割以上6割未満 6割以上8割未満

8割以上 無回答



○「女性の活躍推進」
（P189～198）

★傾向分析

・従業員数が多い企業ほど、女性管理職の割合
が低いが、一般事業主行動計画の策定等の取組
については進んでいる傾向にある。

・女性活躍推進の進捗に対する認識について、
従業員規模ごとの違いが見られず、女性管理職
の割合にかかわらず、女性活躍のための取組に
ついては、どの事業所もある程度進んでいると
考えていることが分かった。

事業所向け調査

問８ 貴事業所は女性が活躍するための取組が進
んでいると思いますか。

従業員規模別の結果（P194）
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１～30人 31～100人 101～300人 301人以上

進んでいる（ある程度進んでい

る）と考えている事業所の割合

進んでいる ある程度進んでいる



○育児・介護休業及びワーク・ライフ・
バランスについて①
（P199～221）

★傾向分析

・育児・介護休業は、従業員規模が大きいほど
制度が整備されており、また、男性従業員の育
児参加にも積極的な姿勢がみられた。一方で、
中小・零細企業においては、「規定がない」と
回答した割合がいずれも３割程度と、制度の充
実具合や、取組状況に差がある結果となった。

事業所向け調査

問13 貴事業所では、男性の育児休業の取得促進
のために取組を行っていますか。

従業員規模別の結果（P201）
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男性の育児休業取得促進のための

取組

行っている 行っていない



○育児・介護休業及びワーク・ライフ・
バランスについて②
（P199～221）

★傾向分析

・男性従業員が育児休業を取得するにあたって
の課題として、「代替要員の確保が困難」との
回答がいずれの事業所でも高い割合を占めてお
り、「代替要員の確保」が重要なファクターで
あることが分かった。

事業所向け調査

問18 ワーク・ライフ・バランスの推進にあたっ
ての課題、または課題になりそうなことは何です
か。（〇は３つまで）

従業員規模別の結果（P220）
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１～30人 31～100人 101～300人 301人以上

ワーク・ライフ・バランス

推進にあたっての課題

経営者の理解 管理職の理解

風土の醸成 経営への影響

取組のための費用負担 社員の不公平感

労務管理の煩雑化 ノウハウ不足

代替要員の確保 その他

特に課題はない



○ハラスメント①（P222～232）

★傾向分析

・「ハラスメント防止に関する法改正」等は、
従業員規模に関わらず高い割合で認知されてい
ることが分かった。

・ハラスメントを認定する上での判断基準や対
応に苦慮していることがうかがえる内容となっ
た。

事業所向け調査

問20 職場におけるハラスメントの防止に関する
法改正があったことを知っていましたか。

回答結果（P222)
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1～30人 30～100人 101～300人 301人以上

ハラスメントに関する法改正の認知率

「パワハラ」の定義づけ

事業主に対する「パワハラ」防止措置を義務化

ハラスメントの相談をした労働者に対する不利益取

扱いの禁止
自社の労働者が他社の労働者に「セクハラ」を行っ

た場合の協力対応（努力義務）



○ハラスメント②（P222～232）

★傾向分析

・「事実確認」、「ハラスメントの線引き」が
特に困難だと感じている事業所が多く、国の発
表しているガイドラインの周知等、継続した取
組みが重要であると考えられる。

事業所向け調査

問22 ハラスメントが起きたときに対応が困難と
感じることは何ですか。

従業員規模別の結果（P225）
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１～30人 31～100人 101～300人 301人以上

ハラスメント発生時に対応が困難だと

感じること

事実確認
プライバシー保護
ハラスメントの線引き
加害者であることを理解させること
相談を受ける際の留意点
被害者へのケアを含めた対応
加害者への処分
顧客・取引相手が加害者の場合の対応
相談後の対処
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